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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

で
は
、
公
衆
衛
生
の
第
一
線
機

関
の
保
健
所
は
発
熱
相
談
セ
ン

タ
ー
と
し
て
土
日
も
含
め
た
府

民
相
談
、
検
査
の
実
施
や
検
体

搬
送
、
感
染
予
防
な
ど
フ
ル
回

転
。
こ
の
間
の
国
や
府
の
保
健

所
削
減
や
国
公
立
病
院
見
直
し

な
ど
保
健
、
医
療
の
切
り
す
て

攻
撃
の
ひ
ず
み
が
現
場
に
現
れ

た
。
道
州
制
で
は
、
い
の
ち
や

健
康
を
守
る
施
策
は
ま
す
ま
す

切
り
捨
て
ら
れ
る
。

支
部
は
、
労
働
条
件
や
対
策

の
強
化
に
つ
い
て
部
交
渉
を
展

開
、
府
民
や
関
係
団
体
と
と
も

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

今
後
も
府
民
と
共
同
の
運
動
を

大
き
く
し
て
い
き
た
い
。

対

看
護
体
制
に
よ
り
収

益
は
上
が
っ
た
。
し
か
し
人
数

不
足
の
ま
ま
ス
タ
ー
ト
。
当
局

は
二
交
替
制
を
導
入
し
よ
う
と

し
、
私
た
ち
の
健
康
問
題
は
も

ち
ろ
ん
患
者
の
安
全
も
守
れ
な

い
。
厳
し
い
状
況
で
、
ス
タ
ッ

フ
の
入
れ
替
え
が
激
し
い
中
、

働
き
続
け
ら
れ
よ
り
よ
い
看
護

が
提
供
で
き
る
よ
う
な
職
場
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
行
う
。
組

合
員
加
入
も
立
て
続
け
に
あ
っ

た
。
自
治
労
も
私
た
ち
の
行
動

に
参
加
し
て
い
る
場
面
も
あ
る
。

注
目
さ
れ
て
い
る
府
職
労
の
運

動
に
今
後
も
取
り
組
み
を
強
め

た
い
。
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な
人
員
配
置
を
求
め
全
力
上
げ

る
。
行
政
の
民
営
化
で
は
、
府

民
の
生
命
と
財
産
は
守
れ
な
い
。

知
事
の
独
裁
的
な
や
り
方
は
民

主
主
義
の
危
機
、
府
民
的
な
反

撃
の
と
り
く
み
に
全
力
を
！

修
徳
学
院
で
こ
れ
ま
で
粘
り

強
い
と
り
く
み
で
分
会
体
制
確

立
し
た
。
交
渉
・
ニ
ュ
ー
ス
発

行
・
集
会
を
行
っ
て
い
る
。
処

遇
困
難
児
童
へ
の
体
制
を
は
じ

め
寮
の
運
営
は
、
個
々
の
問
題

で
な
く
組
織
と
し
て
の
問
題
。

よ
り
よ
い
処
遇
と
や
り
が
い
あ

る
職
場
作
り
の
た
め
、
引
き
続

き
運
動
を
進
め
た
い
。

寮
舎
建
替
え
も
、
職
場
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
部
・
主
管
課

交
渉
を
重
ね
よ
り
よ
い
設
計
に

な
っ
て
い
る
。
身
近
な
課
題
を

要
求
と
し
て
ま
と
め
取
り
組
み

を
進
め
る
運
動
を
続
け
て
い
き

橋
下
知
事
の
下
、
ニ
ュ
ー
ス
配

布
や
署
名
な
ど
時
間
内
組
合
活

動
に
不
当
な
発
言
、
圧
力
を
加

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
中
央
地

区
評
と
し
て
の
要
求
書
提
出
に

も
抵
抗
し
、
受
け
取
る
も
の
の

回
答
は
未
定
。
中
央
地
区
評
と

し
て
の
要
求
交
渉
は

年
近
い

運
動
で
あ
る
。

評
価
主
義
、
知
事
の
パ
ワ
ハ

ラ
、
慢
性
的
残
業
な
ど
で
い
つ

メ
ン
タ
ル
不
全
に
な
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
。
労
働
組
合

の
立
場
か
ら
の
職
場
の
労
働
安

全
衛
生
活
動
は
重
要
な
課
題
。

心
も
体
も
健
康
で
自
由
闊
達
に

も
の
が
言
え
る
職
場
づ
く
り
へ
。

代代
議議
員員
のの
発発
言言

代
議
員
の
発
言

橋
下
知
事
が
誕
生
し
て

年
と

カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。

橋
下
知
事
の
特
徴
は
、
財

政
再
建
で
は
、「
収
入
の
範

囲
で
予
算
を
組
む
」
と
い
う

新
自
由
主
義
の
財
政
均
衡
主

義
と
そ
れ
に
基
づ
く
福
祉
・

教
育
・
医
療
な
ど
府
民
施
策

の
切
り
捨
て
。
大
阪
府
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
徹
底
し

た
霞
ヶ
関
批
判
と
地
域
主
権
、

大
阪
版
市
場
化
テ
ス
ト
に
よ

る
民
間
開
放
と
市
町
村
へ
の

事
務
移
譲
、
自
立
・
自
助
に

基
づ
く
府
と
市
町
村
の
役
割

否
定
。
国
の
地
方
機
関
特
に

公
共
事
業
を
進
め
て
い
る
国

土
交
通
省
近
畿
整
備
局
の
関

西
広
域
連
合
へ
の
業
務
移
譲

な
ど
産
業
基
盤
整
備
に
特
化

し
た
関
西
州
の
実
現
。
そ
れ

ら
に
よ
る
大
阪
府
解
体
路
線

で
す
。

る
「
虚
像
」
を
活
用
し
た
劇

場
型
政
治
に
あ
り
ま
す
。

橋
下
府
政
の
本
質
は
、
先

の
総
選
挙
で
国
民
か
ら
大
き

な
批
判
を
浴
び
、
崩
壊
し
た

自
民
・
公
明
政
権
が
進
め
て

き
た
構
造
改
革
路
線
そ
の
も

の
で
す
。
構
造
改
革
に
反
対

し
府
民
生
活
を
守
れ
の
運
動

を
大
き
く
す
れ
ば
、
構
造
改

革
路
線
の
破
綻
か
ら
生
ま
れ

点
検
活
動
や
府
民
要
求
の
政

策
化
を
進
め
、
橋
下
知
事
が

進
め
る
大
阪
府
解
体
路
線
の

誤
り
や
府
民
の
い
の
ち
と
く

ら
し
を
守
る
「
砦
」
と
し
て

の
大
阪
府
政
の
役
割
を
、
広

範
な
府
民
に
知
ら
せ
る
と
と

も
に
、
府
民
や
住
民
諸
団
体

と
の
共
同
し
た
府
民
要
求
実

現
の
運
動
を
寄
り
一
層
進
め
、

府
政
の
民
主
的
転
換
を
勝
ち

そ
の
手
法
は
、
戦
略
本
部

会
議
と
改
革
評
価
委
員
会
を

中
心
と
す
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

に
よ
る
経
営
戦
略
。

月
の

ひ
な
壇
部
長
の
総
入
れ
替
え

や
メ
ー
ル
問
題
で
の
処
分
な

ど
に
見
ら
れ
る
、
信
賞
必
罰
、

独
裁
的
な
府
政
運
営
、
府
職

員
の
バ
ッ
シ
ン
グ
と
関
西
を

中
心
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
に
よ

た
民
主
党
を
中
心
と
す
る
政

権
と
あ
く
ま
で
構
造
改
革
路

線
に
固
執
す
る
橋
下
知
事
と

の
間
で
矛
盾
が
よ
り
い
っ
そ

う
拡
大
し
、
府
民
が
実
体
験

を
通
じ
て
、
橋
下
府
政
の

「
虚
像
」
と
反
府
民
性
を
認

識
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

組
合
員
、
職
員
の
力
に
依

拠
し
て
、
職
場
か
ら
仕
事
の

取
り
ま
し
ょ
う
。

大
阪
府
関
係
職
員
労
働
組

合
が
結
成
さ
れ
て
、

年

カ
月
に
な
り
ま
す
。
府
職
労

支
部
と
病
院
労
組
、
府
公

職
労
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
要
求
実
現
に
全
力

を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
大
阪

府
に
働
く
全
て
の
労
働
者
の

要
求
実
現
と
団
結
の
母
体
と

し
て
全
力
を
上
げ
る
、
こ
れ

が
結
成
時
に
掲
げ
た
方
針
で

す
。
と
り
わ
け
、
橋
下
府
政

に
よ
る
業
務
の
民
間
化
や
大

阪
府
の
解
体
が
進
め
ら
れ
て

い
る
下
で
、
非
常
勤
職
員
や

委
託
労
働
者
、
外
郭
団
体
や

指
定
管
理
者
団
体
で
働
く
労

働
者
な
ど
、
公
務
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
全
て
の
労
働
者

の
賃
金
や
権
利
、
労
働
条
件

の
改
善
と
そ
の
組
織
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

府
職
労
は
、
労
働
者
派
遣

法
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る

署
名
活
動
で
は
、
大
阪
府
に

と
ど
ま
ら
ず
全
国
的
な
取
り

組
み
の
牽
引
車
の
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
に
確
信
を
持
ち
、
府
職
労

が
、
全
国
的
に
も
、
大
阪
府

的
に
も
、
そ
し
て
地
域
的
な

闘
い
に
も
、
そ
の
役
割
を
十

分
果
た
せ
る
よ
う
、
団
結
を

よ
り
一
層
固
め
、
政
策
的
に

も
組
織
的
に
も
質
量
と
も
に

大
き
な
前
進
を
図
る
た
め
全

力
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

橋
下
府
政
の「
虚
像
」を
明

ら
か
に
し
府
政
の
転
換
を

執行委員長

平井 賢治

青
年
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し

い
状
況
を
打
開
し
た
い
。
こ
の

一
年
青
年
の
つ
な
が
り
を
広
げ

よ
う
と
自
治
労
連
沖
縄
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
コ
ル
テ
ィ
オ
鑑
賞

と
交
流
会
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

月

日
の
国
民
大
集
会
に
府

職
労
代
表
団

名
の
内
青
年

名
が
参
加
し
み
ん
な
感
動
し
て

帰
っ
て
き
た
。
今
後
に
つ
な
が

る
と
り
く
み
に
な
っ
た
。
月

回
の
青
年
学
習
会
も

回
を
迎

え
、
学
習
と
つ
な
が
り
を
深
め

る
場
と
し
て
今
後
も
続
け
た
い
。

月
の
定
期
大
会
成
功
と

代
表
派
遣
を
は
じ
め
と
す
る

平
和
の
と
り
く
み
を
が
ん
ば
り

た
い
。

の
条
例
改
正
を
め
ざ
し
た
い
と

し
て
い
る
が
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
に
は
時
短
が
不
可
欠
。
昼

休
み
で
な
く
終
業
時
の

分
の

時
短
を
。

配
偶
者
出
産
休
暇
。

今
回
改
悪
さ
れ
た
が
、
国
の
少

子
化
対
策
に
も
時
代
の
流
れ
に

も
逆
行
す
る
。
次
世
代
育
成
の

た
め
に
も
充
実
を
求
め
て
い
き

た
い
。

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
指
針
。

年
度
内
を
め
ど
に
作
成
と
あ
る

の
で
、
実
効
あ
る
指
針
づ
く
り

に
向
け
意
見
反
映
し
て
い
き
た

い
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力

を
。

め
ら
れ
、
今
ま
さ
に
委
託
反
対

の
闘
い
を
す
す
め
て
い
る
と
こ

ろ
。
こ
の
怒
り
の
声
を
力
に
引

き
続
き
要
求
実
現
に
向
け
奮
闘

す
る
決
意
で
あ
る
。

母
子
セ
ン
タ
ー
母
性
棟
・
分

娩
部
の
人
員
増
を
は
じ
め
と
し

た
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
る

要
求
と
職
場
の
現
状
に
つ
い
て

報
告
す
る
。
周
産
期
の
高
度
専

門
病
院
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、

分
娩
件
数
は
年
間
千
五
百
件
以

上
に
達
し
、
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩

も
多
い
。
し
か
し
、
分
娩
部
の

夜
勤
体
制
は
準
夜
・
深
夜
と
も

各

名
で
あ
る
。
分
娩
が
重
な

る
と
母
性
棟
か
ら
応
援
に
行
く

が
病
棟
も
満
床
で
残
る
の
は
新

人
看
護
師
だ
け
と
な
る
。
現
状

で
は
母
子
の
生
命
を
守
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
今
後
も
人
員
増

を
求
め
て
い
き
た
い
。

法
化
す
る
と
、
こ
の
連
携
が
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
環
境

分
野
で
は
、
研
究
機
能
自
身
が

存
続
の
危
機
に
あ
る
。
独
法
化

反
対
の
声
を
農
林
水
産
、
環
境

分
野
の
府
民
団
体
に
広
げ
て
い

く
と
と
も
に
、
職
員
の
勤
務
条

件
、
身
分
を
守
る
闘
い
に
取
り

組
む
。

う
全
力
を
あ
げ
取
り
組
む
。
非

常
勤
に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
は
目

に
余
る
も
の
が
あ
り
、
現
場
の

実
態
を
指
針
策
定
に
反
映
さ
せ

て
ほ
し
い
。

使
い
捨
て
を
行
政
が
先
導
す
る

暴
挙
で
あ
る
。

退
任
役
員

来
賓
（
敬
称
略
）大阪自治労連委員長

前田 仁美氏

大会役員のみなさんご苦労さまでした

退職者会会長

佐谷 史郎氏
日本共産党

清水 ただし氏

議長 有井代議員、中川代議員

近
畿
労
働
金
庫

中
央
支
店
長

鈴
木
博
施
氏

副
委
員
長

日
名

廣
江

渡
部

み
ど
り

書
記
次
長

山
崎

峰
人

青
年
部
長

野
田

結
実
子

拡
大
執
行
委
員

春
木

谷
昇

足
立

艶
子

溝
久

文
佳

鈴
木

順
子

藤
本

茂

瀬
古

隆
晴

田中資格審査委員長、田中議事運営委員長

吉田代議員
（保健所支部）

土
日
も
フ
ル
回
転

新
型
対
策
で

見
え
た
も
の

災
害
時
に
府
庁
は
府
民
を
守

る
司
令
塔
と
し
て
の
重
要
な
役

割
が
あ
る
。
こ
の
点
で
咲
洲
地

区
は
職
員
参
集
の
困
難
さ
や
立

地
条
件
は
大
手
前
地
区
に
大
き

く
劣
る
。
知
事
が
言
う
府
庁
移

転
に
よ
る
ベ
イ
エ
リ
ア
の
活
性

化
は
、
バ
ブ
ル
期
の
課
題
な
需

要
予
測
を
前
提
に
し
た
も
の
で
、

画
に
描
い
た
餅
で
あ
る
。
こ
の

間
の
大
阪
経
済
の
地
盤
沈
下
と

府
民
に
還
元
す
べ
き
税
金
に
よ

る
「
負
の
遺
産
処
理
」
は
無
関

係
で
は
な
い
。
行
財
政
活
動
の

観
点
か
ら
も
矛
盾
を
明
ら
か
に

し
、
府
庁
の

移
転
を
阻

止
す
べ
き
で
あ
る
。

中村代議員
（土建支部）

川西代議員
（青年部）

府
庁
の

移

転
を
阻
止
し
よ
う

山本代議員
（呼吸器・アレル

ギー医療 支部）

二
交
替
制
導
入
反
対
！

働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
づ
く
り
を

大塚代議員
（教委支部）

図
書
館
の
市
場
化

テ
ス
ト
を
強
行

都
市
整
備
部
の
各
職
場
で
は
、

業
務
量
に
見
合
わ
な
い
人
員
配

置
の
も
と
、
恒
常
的
残
業
や
年

休
取
得
率
の
低
下
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
化
に
よ
る
業
務
の
複
雑

化
、
新
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
校
庭
芝
生
化
に
見
ら
れ
る
知

事
の
思
い
つ
き
、
人
気
取
り
の

施
策
で
振
り
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。

心
の
病
の
職
員
が
増
加
。
適
正

安井代議員
（土木現場支部）

府
民
的
な
反
撃
の

取
り
組
み
に
全
力
！

看
護
協
会
の
ナ
ー
ス
の
か
え

る
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
呼

び
か
け
に
応
じ
、
そ
の
具
体
策

を
当
局
責
任
で
行
う
よ
う
要
求

書
を
提
出
し
交
渉
。
結
果
「
前

残
業
」「
院
内
研
修
」「
看
護
研

究
」
に
未
払
い
分
を
支
払
う
残

業
ゼ
ロ
が
実
現
。
し
か
し
職
場

で
は
残
業
代
に
対
す
る
攻
撃
は

続
い
て
い
る
の
で
当
局
に
申
し

入
れ
る
。
組
織
拡
大
は
、
土
日

返
上
で
こ
の
間
苦
労
し
た
が
府

職
労
ト
ッ
プ
の
組
織
率
を
誇
っ

て
い
る
。
朝
ビ
ラ
も

数
年
休

み
な
く
続
け
目
に
み
え
る
活
動

を
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
建
替

え
を
含
め
働
き
や
す
い
職
場
め

ざ
す
。

残
業
ゼ
ロ
へ
。

目
に
み
え
る
活
動

で
組
織
強
化

鈴木代議員
（成人病センター支部）

前田代議員
（健康福祉支部）

分
会
体
制
確
立

や
り
が
い
の
あ
る

職
場
づ
く
り

左海代議員
（総務支部）

自
由
に
意
見
が
言
え

る
職
場
づ
く
り
を

た
い
。

青
年
の
つ
な
が
り

広
げ
希
望
の
持
て

る
未
来
へ

女
性
部
と
し
て

点
発
言
。

時
短
。
当
局
は

月
議
会
で

貴瀬代議員
（女性部）

終
業
時
の
時

短
の
実
現
を

呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
医
療

セ
ン
タ
ー
で
は
看
護
助
手
と
病

棟
婦
の
仕
事
内
容
が
全
く
同
じ
。

去
年
の

月
か
ら
橋
下
知
事
の

悪
政
で
賃
金
は
大
幅
に
下
が
る

一
方
。
し
か
し
、
仕
事
の
や
り

が
い
は
患
者
様
か
ら
の
「
あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
。
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
前
面
委
託
化
も
推
し
進

吉岡代議員
（現評）

現
業
職
場
の
民
間

委
託
化
許
す
な

総
選
挙
後
の
新
し
い
情
勢
の

も
と
で
地
域
か
ら
の
闘
い
が
重

要
。
地
区
評
、
地
域
労
連
の
活

動
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

北
大
阪
地
区
評
で
は
、
幹
事
会

の
定
例
化
、
学
習
会
の
開
催
、

バ
ス
ツ
ア
ー
に
毎
年
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
中
で
府
職
労
へ

の
加
入
も
あ
っ
た
。
地
域
労
連

へ
も
結
集
し
て

関
連
で

の
府
民
宣
伝
、
ル
ー
ル
署
名
も

す
す
め
て
き
た
。
地
区
評
活
動

強
化
へ
幹
事
会
を
定
例
化
し
、

情
勢
・
課
題
、
職
場
交
流
を
議

論
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

成
人
病

の
移
転
は
医
療
を
守

る
闘
い
と
し
て
位
置
づ
け
を
。

下村代議員
（北大阪地区評）

地
域
か
ら
の
闘
い

が
重
要
。
地
区
評

活
動
強
化
へ

増矢代議員
（母子センター支部）

母
子
の
生
命
を
守
る

た
め
、
人
員
増
を
！

知
事
の
指
示
に
よ
り
、
産
業

山本代議員
（農林支部）

研
究
所
の
独
法

化
検
討

非
常
勤
委
託
派
遣

労
働
者
の
悩
み
に
こ

た
え
る
労
働
組
合
に

米村代議員
（公職労）

技
術
総
合
研
究

所
と
環
境
農
林

水
産
総
合
研
究

所
を
非
公
務
員

型
の
独
立
行
政

法
人
と
す
る
検

討
が
進
ん
で
い

る
。
府
の
農
林

行
政
は
、
研
究

所
と
行
政
と
生

産
者
が
有
機
的

な
連
携
を
持
っ

て
推
進
し
て
き

た
。
水
産
分
野

で
も
同
じ
。
独

府
税
業
務
の
民
間
間
委
託
に

直
面
し
、
ど
う
運
動
を
進
め
る

べ
き
か
悩
み
、
そ
し
て
真
正
面

か
ら
府
民
に
問
お
う
と
決
意
し

た
。
多
数
の
民
主
団
体
へ
申
入

れ
し
、
懇
談
会
が
継
続
的
に
実

施
で
き
た
。
府
民
が
府
に
要
請

行
動
す
る
等
、
府
民
共
同
の
運

動
は
大
き
く
進
ん
で
い
る
。

来
年

月
、
府
は
窓
口
業
務
等

の
更
な
る
民
間
委
託
を
決
め
た
。

し
か
し
、
非
効
率
で
合
理
性
の

無
い
当
局
案
に
、
職
場
か
ら
は

超
の
反
対
意
見
が
続
出

し
て
い
る
。
府
税
業
務
の
民
間

委
託
は
、
納
税
者
・
府
民
の
権

利
を
侵
害
し
、
派
遣
労
働
者
の

府
税
業
務
の
民
間

委
託
は
府
民
の
権

利
侵
害

池辺代議員
（府税支部）

月

日
定
期
大
会
開
催
、

一
人
で
悩
み
孤
立
す
る
非
常

勤
・
委
託
・
派
遣
職
員
を
な
く

す
た
め
、
府
関
係
職
場
に
非
正

規
労
働
者
が
加
入
で
き
、
相
談

で
き
る
組
織
が
あ
る
こ
と
を
確

認
。
雇
い
止
め
問
題
で
労
連
や

自
治
労
連
に
入
っ
た
相
談
に
対

応
し
解
雇
・
雇
い
止
め
を
撤
回

さ
せ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り

組
み
で
は
、「
自
治
体
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
」
の
実
態
が
浮
き
彫

り
に
。
人
間
ら
し
く
働
け
る
よ

土
木
・
建
築
職
場
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
『
ど
け
ん

ど
げ
ん

条
の
会
』
を

年
前
に
結
成

し
た
。

年
目
は
結
成
集
会
後

ま
っ
た
く
活
動
が
な
か
っ
た
が
、

年
目
は

年
間
の
反
省
の
元
、

頓
挫
し
て
い
た
マ
ウ
ス
パ
ッ
ト

を
製
作
し
て
、「
手
元
に

条

を
」
を
掲
げ
、
販
売
活
動
を
す

す
め
た
。

憲
法

条
の
改
悪
を
ゆ
る
さ
ず
、

世
界
か
ら
殺
戮
の
連
鎖
を
な
く

し
、
平
和
な
世
界
が
訪
れ
る
よ

う
に
、
微
力
で
も
一
歩
一
歩
前

進
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
二

度
と
戦
争
に
参
加
せ
ず
に
す
む

よ
う
に
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ

う
。

「
憲
法

条
」を
世
界

に
広
げ
て
、
世
界
か

ら
紛
争
を
な
く
そ
う

不死原代議員
（土木現場支部）


